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申し込み・問い合わせ／生涯学習課
内線２４５５ �０４８―４６３―２９２０（直通）

教育委員会では、人権・同和問題の理解のために、ビデオソ
フトを用意し、貸し出しをしています。団体・グループや家庭
内での学習にご活用ください。

この記事に関する問い合わせ／人権庶務課 内線２３６２ �０４８‐４６３‐１７３８（直通）

「男は仕事、女は家庭」というように、男女の役割を
固定的にとらえる意識から生じる家庭や職場での男女差
別は、依然として根強く残っています。また、女性に対
する暴力の解消も重要な課題です。
少子化や高齢化が進むこれからの社会を担うためには、

女性と男性が対等の立場で協力し、責任も分かち合うこ
とが大切です。

陰湿で執ようないじめ、教師による体罰、親による虐
待、国内外での児童の買春や児童ポルノのはんらんなど、
子どもの人権をめぐる問題は深刻な状況にあります。
子どもも一個人として最大限に尊重されなければなら

ないということを、大人自身が自覚することが必要です。

障害のある人に対する人々の理解や配慮はいまだに不
十分であり、車椅子での入居を拒否されたり、アパート
への入居を拒否されるなどの様々な人権問題が発生して
います。我が国は、「ノーマライゼーション」を基本理
念の一つとしています。
障害のある人と障害のない人とが、対等に生活し活動

できる社会にしていくことが大切です。

国際化時代を迎え、我が国に生活する外国人は急増していますが、言語、宗教、生活習慣等の違いから、アパートや
マンションへの入居拒否、公衆浴場での入浴拒否、また、在日の外国人児童・生徒に対する嫌がらせ、脅迫、暴力など、
様々な人権問題が発生しています。
人権に国境はありません。今後ますます国際化が進むなかで、外国人のもつ文化や多様性を受けいれ、尊重すること

が、国際社会の一員として望まれます。

同和問題（部落問題）とは、封建時代の身分制度や歴史
的、社会的に形成された人々の意識に起因する差別が、
今もなおさまざまな形で現れている重大な社会問題です。
人は自分の意思で生まれるところを選ぶことができま

せん。それにもかかわらず、被差別部落（同和地区）の出
身という理由だけでさまざまな差別を受け、基本的人権
を侵害されている人々がいます。
差別意識や偏見等については、これまでの取り組みに

より着実に解消に向けて進んできてはいるものの、県内
でも差別発言事件が発生するなど、いまだ課題が残され
ています。
差別のない明るい社会を実現するためには、わたした

ちひとりひとりが、同和問題（部落問題）を正しく認識し、
差別を許さないという強い意志を持つことが大切です。

我が国における平均寿命の大幅な伸びや少子化などを
背景として、社会の高齢化は急速に進んでおり、２０１５年
には４人に１人が高齢者になると言われています。
高齢者が自立した一個人として生きがいの持てる生活

ができるように接していくことが大切です。
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人類は二度にわたる世界大戦を経験し「平和のないとこ
ろに人権は存在し得ない」、「人権のないところに平和は
存在し得ない」という大きな教訓を得ました。
あらためて、この機会に、人権と平和を見つめなおして
みてはいかがでしょうか。

子どもの人権問題

障害者の人権問題

女性の人権問題
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児童・高齢者に対する虐待、女性に対する暴力、障害者の方への偏見からの差
別などさまざまな人権問題が増加しています。また、インターネットを悪用した
人権侵害など新たな人権問題も発生してきています。
「人権尊重社会をめざす県民運動」は、これらの現状に対応し「すべての県民

がお互いの人権を尊重しながら共に生きる社会」を実現するため、県、市町村は
もちろん県民総ぐるみで取り組む運動です。

人権尊重社会をめざす県民運動強調月間（８／１～８／３１）

日時／８月２８日� 午前１０時～午後４時４０分
会場／大宮ソニックシティ大ホール

いしはらよしずみ

内容／講師「石原良純さん（俳優・気象予報士）」
「ダ・カーポ」ファミリーコンサート
同時開催／
・国際会議場【午前１０時～】
人権啓発資料展示、人権相談コーナー開設、人権啓
発映画（VTR）上映
・イベント広場【午前１０時３０分～】
リーダー部演舞、ジャグリングショーほか
※すべて入場無料・事前申し込み不要（先着順）
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問い合わせ／埼玉県人権推進課 �０４８―８３０―２２５６

同和問題（部落問題）

高齢者の人権問題

外国人の人権問題
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